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【抄 録】 

少子高齢化が進む日本では，地方活性化の打開策として観光産業が推進されている．そのような中

で，持続可能な観光地を実現するために，観光がもたらす影響および住民の態度を定量的に把握する

動きがある．これまでの国内における研究では，経済的・社会文化的・環境的領域から検討が進められ

てきているが，行政的領域や人口特性を踏まえた研究は少ない．そこで本研究では，長野県野沢温泉

村の北部地域を対象として，観光に関する多元的な態度尺度を開発し，スポーツツーリズムに対する住

民の態度を明らかにすることを研究目的とする．観光に関連する態度尺度とスポーツツーリズムへの支

持に関する態度尺度を用いたアンケートを，野沢温泉村の各世帯に向けて配布し，241 部の有効回答

が得られた．探索的因子分析，確認的因子分析および共分散構造分析を用い，仮説モデルの検証を

行なった．その結果，①［社会的コスト］，②［将来世代への居住期待］，③［観光客の満足］，④［新参者］

において［スポーツツーリズムへの支持］に有意な関係がみられた．一方で，［経済的利益］，［コミュニテ

ィ参加］，［長期計画］，［コミュニティ中心の経済］，［自然環境の持続可能性］は有意な関係を示さなか

った．日本の持続可能なスポーツツーリズム産業を実現するためには，行政的領域や人口特性的領域

なども含めた多元的な視点から観光産業をマネジメントする重要性が示された． 
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